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大規模イベントにおける救急・救護体制について

令和2年度全国メディカルコントロール協議会連絡会_20200826

東京大学大学院医学系研究科

外科学専攻生体管理医学講座 救急科学分野

森村尚登

Menu

☑マスギャザリングとは
□マスギャザリング時の医療
□マスギャザリングとメディカルコントロール
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マスギャザリングとは

• 邦訳：群衆ないし集団形成

• 「一定期間、限定された地域において、 同一目的で

集合した多人数の集団」：日本災害医学会

• 「多くの人が集まることによって、開催地域や開催国

の計画や対応のリソースに負担がかかる可能性が

ある、予定されたあるいは自然発生したイベント」：

WHO

Menu

☑マスギャザリングとは
☑マスギャザリング時の医療
□マスギャザリングとメディカルコントロール
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• 通常の救急需要の増加
• 地域の一時的な人口増があるので...

• 感染症、消化器疾患、食物関連疾病など

• 会場までのアクセスが悪いと...
• 外傷、熱中症、疲労など

• 興奮度の高いイベントだと...
• 急性冠症候群（心筋梗塞など）、脳卒中、外傷など

• 気象条件が悪いと...
• 熱中症、低体温症、呼吸器合併症など

• アルコールが出されるイベントだと...
• 外傷、急性アルコール中毒など

• 同時多数傷病者発生事故が起きる可能性
• 地域の一時的な人口増による事故（群衆なだれなど）

• 関心度の高さ・国際情勢に関連したテロリズム

マスギャザリング時は医療需要が増加する

• マスギャザリングの中で急な病気や怪我が起きたと
きに、アクセスの制限によって救急医療対応が遅れ
る可能性がある

マスギャザリング時は緊急時の医療提供
が遅れる可能性がある
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マスギャザリング時の医療

• 参加選手・VIP

• 観客者

• 参加市民

• 参加に関連しない地域住民

イベント非参加を含む近隣住民

Penumbra（ペナンブラ）：
イベントによって参加して
いなくても影響を受ける
集団（近隣住民など）

マスギャザリング構成因子
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• マスギャザリングによってアクセスが制限された結果、
開催地域のイベントに関連しない市民への救急医
療対応が遅れる可能性がある

大規模マラソン開催時の方が、非開催時よりもその地域の急性冠症
候群による死亡率が高くなった
↓

患者は地域住民でイベント非参加者
大会コースと集団形成が至適病院へのアクセスの妨げに
↓

根本治療の遅れによって転帰不良に

マスギャザリング時は緊急時の医療提供
が遅れる可能性がある

• 地域内や周辺地域の日常の救急医療体制の維持

• マスギャザリングに対する医療体制の構築
• イベント会場の医療体制

• イベント会場に至る周辺地域（ラストマイル※等）の医療体制

• 多数傷病者事故などへの対応

マスギャザリングイベント時に
医療体制が目指すもの
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国際大会によるマスギャザリングがもたらす
輸入感染症発生のリスク

• 地域内や周辺地域の日常の救急医療体制の維持

• マスギャザリングに対する医療体制の構築
• イベント会場の医療体制

• イベント会場に至る周辺地域（ラストマイル等）の医療体制

• 多数傷病者事故などへの対応

マスギャザリングイベント時に
医療体制が目指すもの
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Menu

□マスギャザリングとは
□マスギャザリング時の医療
☑マスギャザリングとメディカルコントロール

MC

PC

FC

Local
Authority

Police commander

Fire Dept. 
Commander

Medical
Commander

MIMMS course slides, UK

Event 
promoter

ommunication flamework
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『大規模イベント時における救急災害医療体制検討部会』

2018年12月13日：都福祉保健局医療政策部

•三つの柱
1. 日常の救急医療体制の確保

2. 大規模イベント時の医療体制の支援

3. 不測の事態への対応

地域・ラストマイル
東京都

会場内
オリンピック組織委員会

救急医療有識者：
メディカルアドバイザー

オリンピックパラリンピック準備局

福祉保健局医療政策部

東京消防庁救急部

大規模イベント時における

救急災害医療体制検討部会
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ボストンマラソンにおける緊急事態における
多機関連携システムMulti-Agency Coordination System

• ボストンマラソンのコースは8つの行政区をまたぐものである。各行政区に医療救
護所、大会運営本部等の指揮所が確立される。

• 多機関連携システムMulti-Agency Coordination System（MACC）の具体的な場所
が多機関連携センターMulti-Agency Coordination Center（MACC）である。各地区
のEOCの取りまとめである。

• 各地区の指揮所、本部を統括するものとしてフラミンガム市にあるマサチューセッ
ツ州政府内に設置された多機関連携センターが開設された

• 2017年の第121回大会が行われた4月17日は朝5時から各機関、組織の関係者
220名が同センターで活動に従事した。

• An external emergency situation

– e.g., mass casualties from a natural or man-
made disaster or due to a chemical, biologic 
or radiologic incident—requiring the receiving 
hospital to prepare itself for victims

• Severe weather, Missing adult patient

• Medical gas emergency, Chemical spill

CODE 
BLUE

Code Brown
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ommunication flow

2012ロンドン大会からのバトン

• 統合した医療対応実施のためのプラットホームが必要

• 既存の医療システムとのギャップを少なくする

• 通常の保健医療サービスへの負荷軽減対策が必要

• 準備段階では訓練に費用・時間を費やす

• 関係機関合同スタッフ教育や実地訓練の複数回実施

• 情報伝達経路の明確化と複数回訓練

• 多数傷病者発生事案への対応策

Keynote lecture from Dr. Venning on Nov.3, 2017

at the Kick-off Symposium of 2020 TOKYO O/P AC.
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競技会場の医療体制
⼤会準備運営第⼀局 医療サービス部部長 宮本哲也 先生ご提供

オリンピック会場内医療体制に係る役割・エリア名称

FOH

Front of House

BOH

Back of House

FOP

Field of Play

『メディカルスタッフ』：
医師・看護師

『大会ボランティア』：
ファーストレスポンダー

『メディカルスタッフ』：
医師・看護師・理学療法士ほか

『大会ボランティア』：
ヘルスケアサポートメンバー

AMSV
Athlete Medical Supervisor

VMO
Venue Medical Officer

各国チームドクター

対象者：
観客

対象者：
選手

国際競技協会（IF）ドクター

『大会ボランティア』はオリンピック組織
委員会による固有名称。ともに役割を
示すものであり、職種は問わない。

白枠・紫枠：役割名称
その他の色枠：エリア名称
緑枠：医療提供対象者
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プロトコル

• Triage ：緊急度・重症度評価

• Treatment：処置内容

• Transport：搬送手段、搬送時間

• Transfer: 搬送先医療機関

ssessment
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2020年東京オリンピック・パラリンピック
開催中の開催地域の救急災害医療のリスク

＜原因別リスク類型＞
• 開催地ならびに周辺地域の人口増による

• 日常の救急医療対応への影響
• 119番・救急車・医療機関などの運用への影響

• 人為災害の発生（群衆雪崩など）

• 想定される自然災害（首都直下地震など）の医療対応への影響

• 開催時期に関連する
• 熱中症患者の増加

• 落雷による電撃症患者の発生

• 全国的な国内外からの観光客の増加による
• 日常の救急医療体制への影響

• 言語・宗教・保険・帰省搬送・感染症

• 世界情勢に関連する
• テロによる同時または多数傷病者発生事故

• 爆傷・銃創・特殊災害サイバーテロ

会場・イベント設置地域ごとの救急医療需給の評価
（人口増・気象条件による救急需要負荷推定モデル：非MCIモデル）

需要：リスク

傷病者発生率（PPR）

救急車搬送率（TTHR)

↓

影響を与える因子

• 集団形成による人口増（ΔP）

• 会場固有因子

– 開催時間帯人口

– 開催時間帯の気象条件

– アルコール

– 競技会場か、ライブサイトか

供給：リソース

• 当該地域内医療機関

– 病院数・機能別カテゴリー

– クリニック数

• 車両・自力移動によるアクセス
のしやすさ
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（帝京大学医学部救急医学講座 神田 潤先生ご提供データ）

２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 ３１日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００

　１２：００～１６：００

　１６：００～２０：００

　２０：００～２４：００

競技大会スケジュール（2019年5月10日現在） 要救護者：少ない  要救護者：やや多い  要救護者：多い

13 カヌー・スラロームセンター

14

夢の島公園
（アーチェリー会場）

　

東京アクアティクスセンター
　

東京辰巳国際水泳場

　７月

会　場　名 時　間　帯

　８月

12

海の森クロスカントリーコース

海の森水上競技場

11 大井ホッケー競技場

10

お台場海浜公園

潮風公園

青海ｱｰﾊﾞﾝｽﾎﾟｰﾂﾊﾟｰｸ

7

武蔵野の森
総合スポーツプラザ

東京スタジアム

武蔵野の森公園

8 有明アリーナ

9

有明体操競技場

有明ｱｰﾊﾞﾝｽﾎﾟｰﾂﾊﾟｰｸ

有明テニスの森

5 国　技　館

6 馬事公苑

新国立競技場
（ｵﾘﾝﾋﾟｯｸスタジアム）

東京体育館

3 日本武道館

4

皇居外苑

東京国際フォーラム

2 国立代々木競技場

1

要救護者（最高気温33℃の場合　推定）

競技大会スケジュール（2019年5月9日現在） 救護51人以上救護20人以下 救護21人～50人

救護 受診 搬送 救護 受診 搬送 救護 受診 搬送 救護 受診 搬送 救護 受診 搬送

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００ 2 1 0 2 1 0

　１２：００～１６：００ 6 2 0 6 2 0

　１６：００～２０：００ 37 14 2 4 2 0 4 2 0

　２０：００～２４：００ 12 5 1 1 0 0 1 0 0

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００ 2 1 0 2 1 0

　１２：００～１６：００ 8 3 0 8 3 0

　１６：００～２０：００ 4 2 0 4 2 0

　２０：００～２４：００ 1 0 0 1 0 0

　　　　　　～　８：００

　　８：００～１２：００ 2 1 0 2 1 0

　１２：００～１６：００ 4 2 0 4 2 0

　１６：００～２０：００ 4 2 0 4 2 0

　２０：００～２４：００

会　場　名
7月22日(水) 7月23日(木) 7月24日(金)

2

国立代々木競技場

屋内：10,200人

3

日本武道館

屋内：11,000人

7月26日(日)7月25日(土)

1

新国立競技場
（ｵﾘﾝﾋﾟｯｸスタジアム）

屋外：68,000人
東京体育館

屋内：7000人

時　間　帯
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-
Geographical

Prediction and

Risk assessment for

Mass Casualty Incident

A病院
B病院
C病院
D病院
E病院
F病院
G病院
H病院
I病院
J病院
K病院
L病院

平成30年度厚生労働行政推進調査事業費補助金
2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて

の救急・災害医療体制の構築に関する研究

分担研究：
開催地域の救急医療体制の構築と

リスク評価に係る研究

会場周辺の医療需給
と医療支援類型 平時の医療供給力

low high

マスギャザリング時の
医療需給不均衡

マスギャザリング時の
医療需給不均衡

会場周辺の評価

high lowintermediate high low

A医療支援タイプ B C D E

臨時救護所の設置 ○ △ or ○ ー ○ ー

近隣クリニックの診療時間の延長 ○ ○ ー △ or ○ ー

メディカルオペレーションセンター2)の
設置

○ ー ー ー ー

民間/消防救急車の配備 ○ ー ー ー ー

ドクターカーの配備 ○ △ △ ー ー

近隣病院の支援 ○ △ ○ ー ー

1) MCI: Mass casualty incident
2) メディカルオペレーションセンター：エリア、ゾーン内に医療機関がないため、救護所とは別に医務室（クリニック

レベル）を（できれば）複数個所設置し、それらの活動調整機能と搬送車両（民間救急、可能ならば一部消防も）の
調整機能を担当する部門と場所
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4

8

1

2

6

7

3

1

1

会場番号

ゾーン番号

医療支援タイプ：A or B

東京オリンピック・パラリンピック会場など周辺の医療支援類型案
（2019.6.4版）

会場周囲 半径1km圏内

1
3

1
6

9

1
0

1
1

1
2

1
4

1
5

1
7

1
8

1
9

医療支援タイプ：C

医療支援タイプ：D

医療支援タイプ：E

5

WHO COVID-19 Generic risk assessment Excel file

• https://www.who.int/emergencies/diseases/novel-coronavirus-
2019/technical-guidance/points-of-entry-and-mass-gatherings

10 July 2020 Revised
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COVID-19 
リスクスコア

0-5点 (計10項目)

Yes（はい）
No（いいえ）

このイベントは、WHOの定義による、市中感染
（community transmission）（より大規模な地域
内流行のアウトブレイク）を経験している国で
開催されますか？

YES

市中感染（community transmission）を経験し
ている国々からのイベントの参加者によって、
開催国のCOVID-19伝播のリスクが高まります
か？

YES

イベントには、重症疾患のリスクが高いか相当
数の参加者が含まれる予定ですか（例：60歳を
超える人、基礎疾患を持つ人）。 YES

イベントは主に屋内で行われますか？または
人々が長時間（15分を超えて）にわたって互い
に密接（距離1m未満）しますか？ NO

マスギャザリングに関連する可能性がある、高
いリスクを伴う行動の文化（過度の飲酒、違法
な薬物使用、性行為など）、または健康と安全
に関する注意事項の不遵守に対する正当な懸
念はありますか？

NO

バーチャル開催に、マスギャザリングイベント
を変更できますか？

NO

国際的な感染拡大のリスクを減らすために国
際的な参加を中止するよう、マスギャザリング
イベントを変更できますか？

NO

リスクの高い人（60才以上の高齢者や基礎疾
患を持つ人など）が参加できないよう、マスギャ
ザリングイベントを変更できますか？

NO

イベントが屋外で開催され、人との密接な接触
が制限されるように、マスギャザリングイベント
を変更できますか？

NO

高リスクな行動やコンプライアンス違反を減ら
すために、マスギャザリング中の強化された監
視とインシデント報告手段（参加者が潜在的な
インシデントを報告するためのスマートフォンア
プリなど）はありますか？

YES

2

イベントに係る
変更事項

COVID-19リスク評価スコア合計値

マスギャザリングにおけるCOVID-19のリスク

マスギャザリン
グの基本リスク

総緩和スコア比(%)

MG開催者によるCOVID-19の現況の理解:3

イベント時の医療対応計画とその準備:20

関係者間連携:2

指揮、統制、調整:3

リスクコミュニケーション:4

イベント開催前と開催中のCOVID-19に関する公
衆衛生についての意識付け:2

サージキャパシティ:4

0-100% (計51項目)

28

5

6

分野 主な検討事項
Yes/Completed（はい/完了した）

Maybe/In Progress（たぶん/進行中）
No/Not Considered（いいえ/考慮されていない）

Not Applicable（該当しない）

WHO、米国疾病対策予防センター（CDC）、欧州疾病対策予防センター（ECDC）国連（UN）、
地方公衆衛生当局から入手できる公式のWebリソース など、COVID-19アウトブレイクに関
する最新のガイダンスについて、関連する主催者と責任者に通知していますか？ また、関
連するオーガナイザーと責任スタッフは、利用可能なガイダンス文書に従うことを約束してい
ますか？

YES / COMPLETE

主催者は、WHOまたは地域の公衆衛生当局が提供するグローバルおよびローカルの毎日
の状況レポートを認識していますか？ YES / COMPLETE

マスギャザリングに影響を及ぼすとされる、COVID-19のリスクと感染経路、イベント参加者
が拡散を制限するために実行できる手順、認められているベストプラクティス（呼吸エチケッ
ト、手指衛生など）、およびさまざまな国で採用されている旅行制限を、主催者と責任スタッ
フは理解していますか？

YES / COMPLETE

このマスギャザリングのために開発された、COVID-19への検討事項を含む医療対応計画
はありますか？ MAYBE / IN PROGRESS

マスギャザリングのために開発された医療対応計画には、参加者が医療システムと連絡を
取る方法（ホットライン/ヘルプライン番号、主催者の医療チーム、地域の医療システムな
ど）に関する情報が含まれていますか？

MAYBE / IN PROGRESS

アウトブレイクに対する健康への準備と対応計画を調整するために、MGの組織体制の中
に、定義された役割と責任を有した緊急時のCOVID-19アウトブレイクレスポンスコーディ
ネーター/チームが置かれていますか？

NO / NOT CONSIDERED

開催国または主催者はWHOおよび/または地方の公衆衛生当局に支援を要請したか？
MAYBE / IN PROGRESS

マスギャザリングの主催者は、現場の医療関係者が感染を減らすためにPPE（マスク、手
袋、ガウン）を入手しましたか？ MAYBE / IN PROGRESS

主催者は、イベントの参加者の感染を減らすためにマスクを入手したか？ MAYBE / IN PROGRESS

主催者は、感染を減らすために、手指消毒剤とティッシュを入手し、洗面所の石鹸容器を頻
繁に交換する計画があるか？

MAYBE / IN PROGRESS

主催者は、感染を減らすため、トイレや更衣室の衛生物品（ティッシュ、タオル、生理用品な
ど）を安全に廃棄するためのゴミ箱を入手しましたか？

MAYBE / IN PROGRESS

主催者は、感染を減らすため、すべての入口と会場全体で手指消毒剤と消毒剤を入手しま
したか？ MAYBE / IN PROGRESS

イベント中に病気になったり、急性呼吸器感染症の症状を示したりした場合、会議の参加者
が連絡先を明確に特定するための手順書はありますか？

MAYBE / IN PROGRESS

イベント中に病気になったり、急性呼吸器感染症の症状を示した場合、開催国で会議の主
催者が連絡して、疑い例を報告し、疫学調査を依頼する手順書はありますか？ MAYBE / IN PROGRESS

イベント中に病気になったり、急性呼吸器感染症の症状を示した場合、応急処置サービスま
たは他の医療サービスが設置され、呼吸器症状のある患者をサポートするための設備が
整っていますか？

MAYBE / IN PROGRESS

イベント中に病気になり、急性呼吸器感染症の症状を示した場合、敷地内に隔離室または
可動式隔離ユニットがありますか？ NO / NOT CONSIDERED

イベント中に病気になったり、急性呼吸器感染症の症状を示した場合、開催国でCOVID-19
感染患者を管理するために指定された医療施設はありますか？ YES / COMPLETE

イベント中に人が病気になったり、急性呼吸器感染症の症状を示す場合、必要に応じて、重
症急性呼吸器感染症の重症患者を病院または開催国外に輸送するための訓練を受けた専
門家による輸送サービスはありますか？

NO / NOT CONSIDERED

会場が清潔で衛生的であることを保証するために、清掃スケジュールは作成されています
か？ 消毒剤で表面を拭くことをお勧めします（イベント前、イベント中、イベント後）。 YES / COMPLETE

マスギャザリングのほとんどの時間、群集が静止したままになるように座席配置が割り当て
られていますか？

MAYBE / IN PROGRESS

座席配置は、物理的な距離を維持できることを保証しますか？ （座席配置がない場合は
「該当なし」と回答）

MAYBE / IN PROGRESS

入口、会場、ルート、および現場医療施設（応急処置実施場所）での参加者（おそらくはス
タッフ、観客含む） に対する、体温チェックを含む確立されたスクリーニング手段はあります
か？ （コメントに、これらのスクリーニング対策の内容を明記してください）

MAYBE / IN PROGRESS

参加者が潜在的な「チョーク」ポイント（ゲート、入口、給食サービス、トイレなど）で混雑しな
いようにするための対策が講じられていますか？

MAYBE / IN PROGRESS

開催国は、地域住民におけるCOVID-19の疑いのあるすべての症例に対してCOVID-19の
診断のための検査を実施していますか？ （「はい」の場合、国が使用するCOVID-19の診断
のための検査のタイプをコメントで指定してください。）

YES / COMPLETE

開催国は、マスギャザリングのすべての参加者に対してCOVID-19の診断のための検査を
実施する予定ですか？ （「はい」の場合、国が使用するCOVID-19診断のタイプをコメントで
指定してください。）

NO / NOT CONSIDERED

参加者が公共交通機関を避けることができるように、マスギャザリングのための交通機関
（自家用車、限られた旅行者のバスなど）が提供されていますか？

NO / NOT CONSIDERED

開催国には、COVID-19を含む重度の呼吸器疾患に対処できる、国家公衆衛生緊急事態
への準備と対応計画がありますか？

MAYBE / IN PROGRESS

マスギャザリングに関連するCOVID-19症例に対応するための開催国による予備的な合意
（preliminary agreement）はありますか？

NO / NOT CONSIDERED

マスギャザリングの時間を短くして参加者間の接触を制限し、曝露時間を制限することは可
能ですか？

MAYBE / IN PROGRESS

イベントが14日以上続く場合、医療対応計画には、参加者が感染してイベントで病気になっ
た場合に必要となるすべての公衆衛生的介入を管理し、国の公衆衛生当局を支援するた
めのリソースと手順書が含まれていますか？ （イベントが14日未満の場合は、「該当なし」と
回答してください。）

MAYBE / IN PROGRESS

イベントの期間が14日未満の場合、このマスギャザリングの医療対応計画には、感染疑い
もしくは感染者が存在した時に、主催者がCOVID-19への曝露の可能性についてすべての
参加者に通知する手順書が含まれていますか？ （イベントが14日以上の場合は「該当な
し」とお答えください。）

NO / NOT CONSIDERED

重要であると考えられる、保健部門と安全保障部門の間に確立された協力と調整がありま
すか？

MAYBE / IN PROGRESS

外部の多部門関係者（監視当局、WHO、CDC、ECDCなどを含む）に報告し、リスクコミュニ
ケーションメッセージ（メディア）を広めるための、合意された明確で理解しやすいプロセス
（業務フロー ）がありますか？

NO / NOT CONSIDERED

COVID-19の発生に関連するマスギャザリング・イベントを変更、制限、延期、またはキャン
セルするための意思決定機関/団体および合意された手順はありますか？

MAYBE / IN PROGRESS

マスギャザリングに関連してCOVID-19の疑い例を認めた場合、戦略的ヘルスオペレーショ
ンセンターをアクティブにする（戦略的な健康管理体制に基づく対応を発動する ）ための取り
決めはありますか？

NO / NOT CONSIDERED

主催者とスタッフは、個人の安全手順と緊急の軽減策（このアンケートに具体的にリストされ
ているものを含む）に関するトレーニングと演習を受けましたか？ MAYBE / IN PROGRESS

マスギャザリング時のCOVID-19に関するリスクコミュニケーション戦略はありますか？それ
により、対象となる聴衆に対して文化的に適切な言語と特定のメッセージが保証されます
か？

MAYBE / IN PROGRESS

リスクコミュニケーション戦略には、対象となるメッセージの普及と配信の計画が含まれてい
ますか？  （これには、人々がCOVID-19の症状を発症した場合の基本的な予防措置、行
動、および手順に関する視覚的な注意と、フェイスマスクまたはその他の個人用保護具の
正しい使用に関する指示が含まれる場合があります）

MAYBE / IN PROGRESS

メディア活動を主導し、国内および国際的な政府関係者、一般市民、メディアとのすべての
外部コミュニケーションを管理する任務を負う指定された人物はいますか？ （はいの場合、
コメントで報道担当者を特定してください）

NO / NOT CONSIDERED

風評への早期の対応を可能にするための、国内および国際的なメディアのモニタリングシ
ステムはありますか？ （コメントで、カウンターメッセージ用に準備している手順書を教えてく
ださい）

NO / NOT CONSIDERED

主催者がターゲットを絞ったメッセージを提供するプラットフォームとメッセージを調整および
支援できるように、Twitter、Facebook、Instagramなどのソーシャルメディアサイトや国内およ
び海外の公式公式メディアチャネルとの調整が設定されていますか？ （フェイクニュースや
風評に対するメッセージ、および変更を含むマスギャザリングの状況についての積極的な
メッセージを含む）

NO / NOT CONSIDERED

COVID-19の臨床的特徴、予防策、特に呼吸エチケット、手指衛生の実践、および身体的距
離に関する公衆衛生上のアドバイスは、すべての参加者、スタッフ、およびすべての関連す
る利害関係者の担当者に共有されましたか？

MAYBE / IN PROGRESS

参加者が個人的なリスクに基づいて出席に関する決定を行えるように、リスクを有する集団
についての情報をすべての参加者に提供していますか？

MAYBE / IN PROGRESS

公衆衛生のアドバイスには、検疫、自己隔離、自己監視といった措置の意味に関する情報
が含まれていますか？ MAYBE / IN PROGRESS

イベントの主催者に、病気の拡大の潜在的なリスクをよりよく理解させ接触追跡などの対策
を促進するため、マスギャザリングの参加者に関する利用可能な情報（参加国、それらの国
の疫学的状況、利用可能な場合は健康データなど）を収集していますか？ NO / NOT CONSIDERED

必要に応じて、マスギャザリングの基本統計と、主催国およびその他の国で確認された潜
在的なリスクについて通知するため、イベント主催者は、国内および国際機関と関係者と連
携していますか？

NO / NOT CONSIDERED

COVID-19疑いまたは感染確認された症例がマスギャザリングに関連している場合、個人お
よび政府との潜在的な暴露に関する直接フォローアップ（接触追跡）を可能にする情報を参
加者は提供していますか？

MAYBE / IN PROGRESS

マスギャザリング中に、公衆衛生上の緊急事態が発生した場合（例：COVID-19疑いもしくは
感染症例の確認）、軽減措置のための資金調達を含む急増（サージ）対策はありますか？

NO / NOT CONSIDERED

このサージ対策には、マスギャザリング中に公衆衛生上の緊急事態が発生した場合（例：
COVID-19疑いもしくは感染症例の確認）、備品（PPEなど）の備蓄が含まれていますか？

NO / NOT CONSIDERED

このサージ対策には、マスギャザリング中に公衆衛生上の緊急事態が発生した場合（例：
COVID-19疑いもしくは感染症例の確認）に、追加のスタッフのトレーニングが含まれていま
すか？

NO / NOT CONSIDERED

このサージ対策には、マスギャザリング中に公衆衛生上の緊急事態が発生した場合（例：
COVID-19疑いもしくは感染症例の確認）、ボランティアが含まれていますか？

NO / NOT CONSIDERED

総緩和スコア比 (%) 38

COVID-19、国の状
況、マスギャザリン

グを理解する

イベントの緊急時の
準備と対応計画

ステークホルダーと
パートナーとの連携

指揮と統制

スタッフ、参加者、メ
ディア、利害関係者
とのコミュニケーショ

ン

イベント前とイベント
中のCOVID-19の公

衆衛生上の意識

サージ・キャパシ
ティ
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リスクスコア合計値 76-100 51-75 26-50 0-25

0 非常に低い 非常に低い 非常に低い 低い

1 非常に低い 低い 低い 中程度

2 低い 低い 中程度 中程度

3 中程度 中程度 高い 高い

4 高い 高い 非常に高い 非常に高い

5 非常に高い 非常に高い 非常に高い 非常に高い

類型

非常に低い

低い

中程度

高い

非常に高い

COVID-19の伝染およびさらなる拡散の総合リスクは高いと考えられる

COVID-19の伝染およびさらなる拡散の総合リスクは非常に高いと考えられる

緩和スコア比(%)

類型定義

COVID-19の伝染およびさらなる拡散の総合リスクは非常に低いと考えられる

COVID-19の伝染およびさらなる拡散の総合リスクは低いと考えられる

COVID-19の伝染およびさらなる拡散の総合リスクは中程度と考えられる

リスク・緩和マトリックス

マスギャザリングとCOVID-19：
ダブルリスクに対応するために

•Monitoring

•Assessment

•Surge capacity

•System
gathering
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マスギャザリングは突発しない

Scheduled disaster/MCI
計画された災害・多数傷病者事故

オリンピックまで（やるなら）あと

47週（2020.8.31時点）

まとめ

• マスギャザリング時の医療支援は、救急医療と災害

時の医療の双方の視点から行なわれる必要がある。

• マスギャザリングを生む大規模イベント開催時には、

現在蔓延しているCOVID-19のリスク評価を大前

提としたうえで、大会参加者・関係者や観客のみな

らず開催地域内や周辺地域住民に対する、日常的

な救急医療体制の質の維持が最重要課題である。
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?

御清聴ありがとうございました。

The best way to predict our future is to create it!!!

“The Olympic flame will become the 

light at the end of this dark tunnel ”.


